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株式会社 二見屋

縦
葺
き
・
横
葺
き

絞
り
・
伸
ば
し

銅
板
か
ら
チ
タ
ン
板
ま
で

伝
え
る
わ
ざ
、生
み
出
す
技
術

創建当時のドームが復活し存在感を放つ東京駅舎と二見屋が携わった屋根工事の様子。左下は二見屋5代目社長水沢仁亮さん。自ら手がけた油彩作品の前で。

取材協力・写真提供：株式会社二見屋　長野県長野市稲里町田牧190　TEL.026-284-3113

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、
ホ
ス
ト
シ
テ
ィ
の

玄
関
口
と
し
て
堂
々
た
る
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
る
東

京
駅
。
２
０
１
２
年
の
大
改
修
で
よ
み
が
え
っ
た
１

９
１
４
年
創
建
時
の
３
階
建
ド
ー
ム
が
存
在
感
を
放

ち
ま
す
。
戦
災
で
激
し
く
損
傷
し
、
資
材
も
職
人
も

限
ら
れ
た
戦
後
の
復
興
工
事
で
は
再
現
さ
れ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
ド
ー
ム
。
一
世
紀
を
経
て
、
そ
の
復
元

を
手
が
け
た
の
が
、
長
野
市
の
建
築
板
金
会
社
、
株

式
会
社
二
見
屋
で
す
。

　
二
見
屋
は
江
戸
時
代
末
期
に
創
業
し
、
５
代
続
く

老
舗
。
伝
統
の
板
金
技
術
と
現
代
の
建
築
板
金
技
術

を
併
せ
持
つ
、
国
内
で
も
数
少
な
い
職
能
集
団
で
す
。

そ
の
技
術
力
を
生
か
し
、
文
化
財
の
改
修
か
ら
現
代

の
音
楽
堂
、商
業
施
設
、公
共
施
設
、さ
ら
に
は
住
宅

ま
で
、
幅
広
い
金
属
屋
根
工
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
東
京
駅
舎
は
当
時
最
先
端
の
デ
ザ
イ
ン
と
建
築
技

術
が
凝
縮
さ
れ
た
近
代
建
築
の
礎
で
あ
り
、
重
要
文

化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
層
ビ
ル
化
の
プ

ラ
ン
も
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
復
元
し
後
世
に
伝
え

る
こ
と
が
選
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
形
状
も
工

法
も
「
可
能
な
限
り
当
時
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
守
る
」

こ
と
が
条
件
。
更
に
安
全
性
、
機
能
性
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
性
等
に
お
い
て
は
「
将
来
を
見
据
え
た
」
仕
様

と
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
二
見
屋
は
「
歴

史
」
と
「
未
来
」
を
共
存
さ
せ
る
困
難
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
可
能
に
す
る
屋
根
の
専
門
家
と
し
て
、
現
場

を
任
さ
れ
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
創
建
時
の
現
場
施
工
図
は
残
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
戦
後
、
２
階
建
八
角
形
と
な
っ
た
屋
根
の

材
を
一
つ
一
つ
剥
ぎ
、
ド
ー
ム
の
痕
跡
か
ら
創
建
時

に
使
わ
れ
た
素
材
や
技
術
を
た
ど
り
、
変
え
な
い
こ

と
、
変
え
る
こ
と
を
見
定
め
て
い
き
ま
し
た
。

　「
随
所
に
潜
む
先
人
た
ち
の
情
熱
と
技
術
を
受
け

止
め
、引
き
継
ぐ
作
業
だ
っ
た
」
と
、
二
見
屋
５
代
目

社
長
の
水
沢
仁
亮
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。
溶
接
な

ど
の
技
法
を
用
い
ず
に
工
期
に
応
え
、
性
能
を
満
た

す
に
は
ど
う
す
る
か
等
、
自
分
た
ち
の
技
術
を
再
検

証
す
る
試
み
と
も
な
り
ま
し
た
。
工
程
を
繰
り
返
し

検
討
し
た
末
に
描
き
出
し
た
詳
細
な
施
工
図
を
基
に
、

現
場
が
動
き
出
し
ま
し
た
。
木
材
を
組
ん
だ
下
地
に
、

粘
板
岩
を
加
工
し
た
天
然
ス
レ
ー
ト
材
を
「
一
文
字

葺
き
」
と
呼
ば
れ
る
葺
き
方
で
施
工
し
、
さ
ら
に
銅

板
を
葺
い
て
い
く
手
の
か
か
る
工
程
を
手
作
業
で
進

め
ま
す
。
複
雑
な
形
状
や
微
妙
な
曲
線
に
は
、
伝
統

建
築
さ
な
が
ら
現
場
で
墨
出
し
＊
し
て
対
応
。
東
日

本
大
震
災
の
揺
れ
を
、
現
場
で
し
が
み
つ
い
て
し
の

ぐ
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
若
い
社
員
た
ち
の
情
熱
に
も
火

を
つ
け
ま
し
た
。
約
２
年
に
わ
た
る
工
事
の
日
々
は
、

日
頃
か
ら
水
沢
社
長
が
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る

「
伝
統
文
化
と
最
先
端
技
術
の
融
合
」
そ
の
も
の
で

し
た
。
二
見
屋
で
は
、
伝
統
の
屋
根
葺
き
技
術
と
現

代
の
建
築
板
金
技
術
の
両
方
を
社
員
全
員
が
習
得
し

ま
す
。
昔
の
職
人
の
よ
う
に
、
見
て
、
真
似
て
、
盗

ん
で
覚
え
る
伝
統
の
手
技
と
、
学
び
、
教
え
ら
れ
て

高
め
て
い
く
現
代
の
板
金
技
術
。
復
元
さ
れ
た
東
京

駅
舎
に
は
、
そ
の
両
方
が
、
ま
さ
に
共
存
し
て
い
る

の
で
す
。

　「
日
本
の
伝
統
建
築
の
屋
根
は
、
建
物
の
美
を
完

成
さ
せ
る
部
位
。
風
雨
や
雪
か
ら
建
物
を
守
る
だ
け

で
な
く
、
美
し
さ
を
備
え
て
こ
そ
価
値
が
あ
り
ま
し

た
」
世
界
各
国
を
旅
し
、
新
旧
無
数
の
屋
根
を
見
て

き
た
水
沢
社
長
は
明
言
し
ま
す
。「
美
し
い
デ
ザ
イ
ン

と
施
工
の
繊
細
さ
に
息
づ
く
の
は
建
物
を
使
う
人
々

へ
の
思
い
や
り
。
そ
れ
が
新
た
な
建
物
に
も
息
づ
く

よ
う
に
し
て
い
く
の
が
我
々
の
仕
事
で
す
」

　
進
行
中
の
善
光
寺
仁
王
門
の
改
修
工
事
で
も
、
二

見
屋
が
屋
根
工
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
０

年
春
に
は
新
し
い
銅
屋
根
が
お
目
見
え
す
る
予
定
で

す
。
伝
統
の
銅
葺
き
の
技
術
に
最
先
端
の
施
工
技
術

を
融
合
さ
せ
た
二
見
屋
の
技
と
美
を
探
求
す
る
心
が
、

こ
こ
で
も
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

屋根は建物のデザインや周囲の景観とのバランスを構成
するうえで大きな役割を果たしています。信州を旅する
際、風景を見るように建物の屋根を見上げてみませんか。
二見屋が手がけた古社、名刹、ホールなども各地に点在し
ています。

屋根を識る
し

雨、雪、落雷などから建物を守り、建物そのものの美しさをかたちづくる屋根。
その工程には新旧さまざまな技術が用いられています。二見屋が手がける金属
屋根を中心に屋根の奥深さに迫ってみましょう。

屋
根
を
つ
く
る
意
味
の
動
詞「
葺
く
」。
万
葉

集
や
源
氏
物
語
に
も
使
わ
れ
た
こ
の
言
葉
の

語
源
は
、
雨
を
「
ふ
せ
ぐ
」、
風
が
「
吹
く
」、

家
を
覆
う
の「
覆
」な
ど
諸
説
あ
り
ま
す
。
古

語
や
詩
歌
で
は
軒
端
に
草
木
を
差
し
て
飾
る

こ
と
も
意
味
し
ま
す
が
、
日
常
的
に
は
屋
根

工
事
の
動
詞
と
し
て
の
み
使
わ
れ
ま
す
。
昔

は
茅
、
木
の
皮
、
木
板
な
ど
植
物
を
用
い
た

屋
根
で
す
が
、
瓦
や
金
属
を
使
う
場
合
も
く

さ
か
ん
む
り
の
「
葺
」
と
表
現
す
る
の
は
お

も
し
ろ
い
で
す
ね
。

伝
統
建
築
で
よ
く
用
い
ら
れ
、
建
築

直
後
の
輝
き
と
経
年
変
化
が
美
し
い

銅
板
、「
ト
タ
ン
」の
愛
称
で
知
ら
れ

る
亜
鉛
め
っ
き
鋼
板
、「
ブ
リ
キ
」と

呼
ば
れ
る
錫
め
っ
き
鋼
板
、
昨
今
人

気
の
ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
鋼
板
、
そ
し
て

軽
量
で
熱
膨
張
率
の
低
い
チ
タ
ン
合

形状や特徴を示す屋根の言葉

金
属
屋
根
で
、
仕
上
が
っ
た
屋
根
の
外
観

が
縦
ラ
イ
ン
に
な
る
葺
き
方
が「
縦
葺
き
」、

横
ラ
イ
ン
に
な
る
葺
き
方
が
「
横
葺
き
」。

屋
根
の
勾
配
や
向
き
、
デ
ザ
イ
ン
に
よ
り

選
択
さ
れ
ま
す
。
な
か
で
も
複
雑
な
形
状

の
施
工
に
対
応
で
き
、
重
厚
さ
と
洗
練
さ

を
兼
ね
備
え
る
横
葺
き
の「
平
葺
き（
一
文

字
葺
き
）」は
、
多
く
の
伝
統
建
築
で
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

１
枚
の
金
属
板
を
圧
縮
し
て
厚

み
の
あ
る
形
状
を
作
り
出
し
て

い
く
板
金
加
工
技
術
が「
絞
り
」。

伝
統
工
法
で
は
金
槌
で
叩
き
な

が
ら
飾
り
金
物
な
ど
を
成
型
し

ま
す
。
反
対
に
金
属
板
を
金
槌

で
叩
く
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に

薄
く
伸
ば
し
て
い
く
技
術
が

「
伸
ば
し
」。
繊
細
な
銅
板
を
絞

っ
た
り
伸
ば
し
た
り
で
き
る
職

人
の
腕
と
感
覚
が
、
プ
レ
ス
機

を
用
い
る
現
代
の
板
金
加
工
で

も
仕
上
げ
の
質
を
左
右
し
ま
す
。

切妻
２方向に傾斜するシンプ
ルな屋根の形状。排水に
優れている。

寄棟
４方向に傾斜し日差しや
風雨から家を守る機能が
高い。

てり（反り）
棟から軒に向けて凹状の
曲線形状を持つ屋根。

入母屋
切妻と寄棟を組み合わせ、
屋根裏の通気性、断熱性
を高めた形状。

むくり
てりとは逆に凸状に湾曲
した線や面を持つ屋根。

方形
大棟がなく一点から４方
向に傾斜し美しい外観を
構成。

破風
屋根の妻側先端の三角部
分。ここに板を取り付け
て強度や装飾性を高める。

片流れ
一方だけに傾斜する形状。
モダンなデザインを構成
しやすい。

懸魚
破風の下部や左右に取り
付ける飾り板。古建築に
多く、火除けのまじない
とされる。

錣屋根
頂上部分の勾配が大きく、
途中から軒まで緩やかな
勾配になる屋根。

長野県護国神社（松本市）
荘厳な雰囲気を漂わせる大屋根。破風の金物、懸魚なども
見どころ。

善光寺大本願 唐門（長野市）
参道に面して荘厳なたたずまいを見せる唐門。唐破風の飾
り金物も見どころ。

忠恩寺（飯山市）
飯山歴代藩士の菩提寺。急勾配の大屋根に大きな「妻降」を
配した独特の意匠。

軽井沢大賀ホール（軽井沢町）
軽井沢の景色に映える五角形のホール。大屋根と五角錐の
頂上部分が特徴的。

穂高神社（安曇野市）
左右に長い拝殿をはじめ「穂高造」と呼ばれる本殿、神楽殿
などはすべて銅屋根。

信州 屋根ウォッチング

ふ

ふ

し
ぼ

す
ず

昔
も
今
も

屋
根
は「
葺
く
」

げ ぎょ は  ふ そ しころ

＊
墨
出
し
＝
実
寸
で
位
置
を
確
定
し
、
構
造
体
に
図
と
し
て
描
き
入
れ
る
作
業

温度差による銅板の伸縮差を受け止めるよう
二見屋がオリジナル加工した銅板。盛夏には
120℃、極寒期には－20℃を超える過酷な状
況でもゆがみを生じにくくしています。

縦葺き 横葺き

金
板
な
ど
、
硬
度
も

扱
い
も
異
な
る
材
料

を
、
時
代
や
環
境
な

ど
建
物
の
数
々
の
条

件
に
応
じ
て
使
い
分

け
、
加
工
、
施
工
す

る
の
が
現
代
の
建
築

板
金
技
術
者
た
ち
。

伝
統
に
最
先
端
の
手

法
・
技
術
を
プ
ラ
ス

し
、
幅
広
い
建
築
ニ

ー
ズ
に
応
え
ま
す
。

懸魚 破風

つまくだり

毎日何気なく見ている建物の屋根。基本となる言葉を知ると屋根の奥深さが見えてきます。

い
し
ず
え

て

　わ
ざ

ドーム復元前の東京駅舎
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東
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ク
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、
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ス
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テ
ィ
の

玄
関
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と
し
て
堂
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た
る
た
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ず
ま
い
を
見
せ
る
東

京
駅
。
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０
１
２
年
の
大
改
修
で
よ
み
が
え
っ
た
１

９
１
４
年
創
建
時
の
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階
建
ド
ー
ム
が
存
在
感
を
放

ち
ま
す
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戦
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で
激
し
く
損
傷
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、
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人
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戦
後
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、
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が
、
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の
建
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、
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は
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戸
時
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し
、
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続
く
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舗
。
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の
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金
技
術
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現
代
の
建
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を
併
せ
持
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、
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数
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な
い
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す
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術
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、
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の
改
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ら
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代

の
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業
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共
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に
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、
幅
広
い
金
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に
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す
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時
最
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の
デ
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イ
ン
と
建
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技

術
が
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縮
さ
れ
た
近
代
建
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の
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で
あ
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、
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に
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す
。
高
層
ビ
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た
め
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も
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の
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を
守
る
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こ
と
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。
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に
安
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、
機
能
性
、
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ン
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性
等
に
お
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「
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を
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え
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仕
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ま
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。
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、
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時
の
現
場
施
工
図
は
残
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
戦
後
、
２
階
建
八
角
形
と
な
っ
た
屋
根
の

材
を
一
つ
一
つ
剥
ぎ
、
ド
ー
ム
の
痕
跡
か
ら
創
建
時

に
使
わ
れ
た
素
材
や
技
術
を
た
ど
り
、
変
え
な
い
こ

と
、
変
え
る
こ
と
を
見
定
め
て
い
き
ま
し
た
。

　「
随
所
に
潜
む
先
人
た
ち
の
情
熱
と
技
術
を
受
け

止
め
、引
き
継
ぐ
作
業
だ
っ
た
」
と
、
二
見
屋
５
代
目

社
長
の
水
沢
仁
亮
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。
溶
接
な

ど
の
技
法
を
用
い
ず
に
工
期
に
応
え
、
性
能
を
満
た

す
に
は
ど
う
す
る
か
等
、
自
分
た
ち
の
技
術
を
再
検

証
す
る
試
み
と
も
な
り
ま
し
た
。
工
程
を
繰
り
返
し

検
討
し
た
末
に
描
き
出
し
た
詳
細
な
施
工
図
を
基
に
、

現
場
が
動
き
出
し
ま
し
た
。
木
材
を
組
ん
だ
下
地
に
、

粘
板
岩
を
加
工
し
た
天
然
ス
レ
ー
ト
材
を
「
一
文
字

葺
き
」
と
呼
ば
れ
る
葺
き
方
で
施
工
し
、
さ
ら
に
銅

板
を
葺
い
て
い
く
手
の
か
か
る
工
程
を
手
作
業
で
進

め
ま
す
。
複
雑
な
形
状
や
微
妙
な
曲
線
に
は
、
伝
統

建
築
さ
な
が
ら
現
場
で
墨
出
し
＊
し
て
対
応
。
東
日

本
大
震
災
の
揺
れ
を
、
現
場
で
し
が
み
つ
い
て
し
の

ぐ
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
若
い
社
員
た
ち
の
情
熱
に
も
火

を
つ
け
ま
し
た
。
約
２
年
に
わ
た
る
工
事
の
日
々
は
、

日
頃
か
ら
水
沢
社
長
が
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る

「
伝
統
文
化
と
最
先
端
技
術
の
融
合
」
そ
の
も
の
で

し
た
。
二
見
屋
で
は
、
伝
統
の
屋
根
葺
き
技
術
と
現

代
の
建
築
板
金
技
術
の
両
方
を
社
員
全
員
が
習
得
し

ま
す
。
昔
の
職
人
の
よ
う
に
、
見
て
、
真
似
て
、
盗

ん
で
覚
え
る
伝
統
の
手
技
と
、
学
び
、
教
え
ら
れ
て

高
め
て
い
く
現
代
の
板
金
技
術
。
復
元
さ
れ
た
東
京

駅
舎
に
は
、
そ
の
両
方
が
、
ま
さ
に
共
存
し
て
い
る

の
で
す
。

　「
日
本
の
伝
統
建
築
の
屋
根
は
、
建
物
の
美
を
完

成
さ
せ
る
部
位
。
風
雨
や
雪
か
ら
建
物
を
守
る
だ
け

で
な
く
、
美
し
さ
を
備
え
て
こ
そ
価
値
が
あ
り
ま
し

た
」
世
界
各
国
を
旅
し
、
新
旧
無
数
の
屋
根
を
見
て

き
た
水
沢
社
長
は
明
言
し
ま
す
。「
美
し
い
デ
ザ
イ
ン

と
施
工
の
繊
細
さ
に
息
づ
く
の
は
建
物
を
使
う
人
々

へ
の
思
い
や
り
。
そ
れ
が
新
た
な
建
物
に
も
息
づ
く

よ
う
に
し
て
い
く
の
が
我
々
の
仕
事
で
す
」

　
進
行
中
の
善
光
寺
仁
王
門
の
改
修
工
事
で
も
、
二

見
屋
が
屋
根
工
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
０

年
春
に
は
新
し
い
銅
屋
根
が
お
目
見
え
す
る
予
定
で

す
。
伝
統
の
銅
葺
き
の
技
術
に
最
先
端
の
施
工
技
術

を
融
合
さ
せ
た
二
見
屋
の
技
と
美
を
探
求
す
る
心
が
、

こ
こ
で
も
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

屋根は建物のデザインや周囲の景観とのバランスを構成
するうえで大きな役割を果たしています。信州を旅する
際、風景を見るように建物の屋根を見上げてみませんか。
二見屋が手がけた古社、名刹、ホールなども各地に点在し
ています。

屋根を識る
し

雨、雪、落雷などから建物を守り、建物そのものの美しさをかたちづくる屋根。
その工程には新旧さまざまな技術が用いられています。二見屋が手がける金属
屋根を中心に屋根の奥深さに迫ってみましょう。

屋
根
を
つ
く
る
意
味
の
動
詞「
葺
く
」。
万
葉

集
や
源
氏
物
語
に
も
使
わ
れ
た
こ
の
言
葉
の

語
源
は
、
雨
を
「
ふ
せ
ぐ
」、
風
が
「
吹
く
」、

家
を
覆
う
の「
覆
」な
ど
諸
説
あ
り
ま
す
。
古

語
や
詩
歌
で
は
軒
端
に
草
木
を
差
し
て
飾
る

こ
と
も
意
味
し
ま
す
が
、
日
常
的
に
は
屋
根

工
事
の
動
詞
と
し
て
の
み
使
わ
れ
ま
す
。
昔

は
茅
、
木
の
皮
、
木
板
な
ど
植
物
を
用
い
た

屋
根
で
す
が
、
瓦
や
金
属
を
使
う
場
合
も
く

さ
か
ん
む
り
の
「
葺
」
と
表
現
す
る
の
は
お

も
し
ろ
い
で
す
ね
。

伝
統
建
築
で
よ
く
用
い
ら
れ
、
建
築

直
後
の
輝
き
と
経
年
変
化
が
美
し
い

銅
板
、「
ト
タ
ン
」の
愛
称
で
知
ら
れ

る
亜
鉛
め
っ
き
鋼
板
、「
ブ
リ
キ
」と

呼
ば
れ
る
錫
め
っ
き
鋼
板
、
昨
今
人

気
の
ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
鋼
板
、
そ
し
て

軽
量
で
熱
膨
張
率
の
低
い
チ
タ
ン
合

形状や特徴を示す屋根の言葉

金
属
屋
根
で
、
仕
上
が
っ
た
屋
根
の
外
観

が
縦
ラ
イ
ン
に
な
る
葺
き
方
が「
縦
葺
き
」、

横
ラ
イ
ン
に
な
る
葺
き
方
が
「
横
葺
き
」。

屋
根
の
勾
配
や
向
き
、
デ
ザ
イ
ン
に
よ
り

選
択
さ
れ
ま
す
。
な
か
で
も
複
雑
な
形
状

の
施
工
に
対
応
で
き
、
重
厚
さ
と
洗
練
さ

を
兼
ね
備
え
る
横
葺
き
の「
平
葺
き（
一
文

字
葺
き
）」は
、
多
く
の
伝
統
建
築
で
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

１
枚
の
金
属
板
を
圧
縮
し
て
厚

み
の
あ
る
形
状
を
作
り
出
し
て

い
く
板
金
加
工
技
術
が「
絞
り
」。

伝
統
工
法
で
は
金
槌
で
叩
き
な

が
ら
飾
り
金
物
な
ど
を
成
型
し

ま
す
。
反
対
に
金
属
板
を
金
槌

で
叩
く
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に

薄
く
伸
ば
し
て
い
く
技
術
が

「
伸
ば
し
」。
繊
細
な
銅
板
を
絞

っ
た
り
伸
ば
し
た
り
で
き
る
職

人
の
腕
と
感
覚
が
、
プ
レ
ス
機

を
用
い
る
現
代
の
板
金
加
工
で

も
仕
上
げ
の
質
を
左
右
し
ま
す
。

切妻
２方向に傾斜するシンプ
ルな屋根の形状。排水に
優れている。

寄棟
４方向に傾斜し日差しや
風雨から家を守る機能が
高い。

てり（反り）
棟から軒に向けて凹状の
曲線形状を持つ屋根。

入母屋
切妻と寄棟を組み合わせ、
屋根裏の通気性、断熱性
を高めた形状。

むくり
てりとは逆に凸状に湾曲
した線や面を持つ屋根。

方形
大棟がなく一点から４方
向に傾斜し美しい外観を
構成。

破風
屋根の妻側先端の三角部
分。ここに板を取り付け
て強度や装飾性を高める。

片流れ
一方だけに傾斜する形状。
モダンなデザインを構成
しやすい。

懸魚
破風の下部や左右に取り
付ける飾り板。古建築に
多く、火除けのまじない
とされる。

錣屋根
頂上部分の勾配が大きく、
途中から軒まで緩やかな
勾配になる屋根。

長野県護国神社（松本市）
荘厳な雰囲気を漂わせる大屋根。破風の金物、懸魚なども
見どころ。

善光寺大本願 唐門（長野市）
参道に面して荘厳なたたずまいを見せる唐門。唐破風の飾
り金物も見どころ。

忠恩寺（飯山市）
飯山歴代藩士の菩提寺。急勾配の大屋根に大きな「妻降」を
配した独特の意匠。

軽井沢大賀ホール（軽井沢町）
軽井沢の景色に映える五角形のホール。大屋根と五角錐の
頂上部分が特徴的。

穂高神社（安曇野市）
左右に長い拝殿をはじめ「穂高造」と呼ばれる本殿、神楽殿
などはすべて銅屋根。

信州 屋根ウォッチング

ふ

ふ

し
ぼ

す
ず

昔
も
今
も

屋
根
は「
葺
く
」

げ ぎょ は  ふ そ しころ

＊
墨
出
し
＝
実
寸
で
位
置
を
確
定
し
、
構
造
体
に
図
と
し
て
描
き
入
れ
る
作
業

温度差による銅板の伸縮差を受け止めるよう
二見屋がオリジナル加工した銅板。盛夏には
120℃、極寒期には－20℃を超える過酷な状
況でもゆがみを生じにくくしています。

縦葺き 横葺き

金
板
な
ど
、
硬
度
も

扱
い
も
異
な
る
材
料

を
、
時
代
や
環
境
な

ど
建
物
の
数
々
の
条

件
に
応
じ
て
使
い
分

け
、
加
工
、
施
工
す

る
の
が
現
代
の
建
築

板
金
技
術
者
た
ち
。

伝
統
に
最
先
端
の
手

法
・
技
術
を
プ
ラ
ス

し
、
幅
広
い
建
築
ニ

ー
ズ
に
応
え
ま
す
。

懸魚 破風

つまくだり

毎日何気なく見ている建物の屋根。基本となる言葉を知ると屋根の奥深さが見えてきます。

い
し
ず
え

て

　わ
ざ

ドーム復元前の東京駅舎



屋
根
の
あ
る
風
景

JWNETミヤマ

入力内容の確認

お客様

お客様からご提供いただいた
廃棄物情報を基に弊社で登録
データ案を入力致します。 3

2

1
e-naviがお客様に代わりＪＷ
ＮＥＴに「予約登録」を行います。

廃棄物の集荷と同時に自動で
「登録」へと切り替わります。

予約登録

登録へ自動切替

煩雑な入力を代行1

最短2クリック2

初めてでも安心3

引き渡しに連動して自動「登録」4

2020年4月1日より、一部の排出事業者様に電子マニフェスト登録が義務化されます※。弊社に収集運搬又は処分をご依頼いただ
いた産業廃棄物については、e-naviから電子マニフェスト（JWNET）への登録が行えるため、電子マニフェスト登録義務化移行
後も安心です。
※前々年度にPCB廃棄物を除く特別管理産業廃棄物の排出量が50 t以上の排出事業者様が、本

年度PCB廃棄物を除く特別管理産業廃棄物の処理を委託する場合に対象となります（排出量
によっては、本年度は対象であっても次年度は対象から外れるなどのケースもあります）。

電子マニフェストの利用には、廃棄物の年間登録件数に
応じて、JWNETの使用料がかかります。

お客様が必要な作業は、内容の確認と「予約登録」ボタンを押すだけ。複雑な
入力等が一切不要なため最短2クリック（※1）で作業を完了でき、電子マニフェ
ストが初めてのお客様でも安心です。
登録データ案は廃棄物引き渡し日前日までにお送りするので、お客様の都合
に合わせて内容の確認が行えます。また、ご確認後は廃棄物の引き渡し時に
e-naviが自動でJWNETへ電子マニフェストの登録を行うため、登録漏れ等
の心配がありません。
※1  備考等を入力される場合は別途工数がかかります。

【備考】
※ご利用にはインターネットに接続可能なPC等が必要です。
　また、JWNETとミヤマの「e-navi」への利用申し込みが必要です。
　JWNETへの加入は本サービスに含まれておりません。
※e-navi URL： https://www.miyama-e-navi.com/

■引き取りご依頼後からの電子マ二フェスト登録の流れ

■e-naviを利用した電子マニフェスト登録の特徴

詳細は、弊社営業担当までお問い合わせください。

法改正にも対応

操作方法が
分からない

入力に
時間がかかる

該当する選択項目
が分からない

運搬状況の確認
配車確定日の把握
行政への実績報告
電子マニフェスト登録

電子
マニフ

ェスト、こんなことにお困りでは…?

に電子マニフェスト登録の
支援機能が追加されました

NEW!

e-naviは、ミヤマが提供する廃棄物管理業務を
効率化するインターネット上の無料サービスです。
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